
食
中
毒
の
予
防
を

狩
猟
免
許
取
得
・
猟
銃
の

購
入
を
補
助

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
へ
の

被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、狩
猟

免
許
の
取
得
費
用
や
猟
銃
の
購
入

費
用
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】市
内
在
住
で
初
め
て
狩

猟
免
許
や
猟
銃
を
取
得
す
る
人

【
対
象
と
な
る
狩
猟
免
許
】

第
一
種
銃
猟
免
許
・
第
二
種
銃
猟

免
許
・
わ
な
猟
免
許

【
補
助
額
】❖
狩
猟
免
許
取
得
費
用

の
３
分
の
２（
予
算
額
に
達
し
次
第

終
了
）❖
来
年
度
に
購
入
す
る
猟
銃

購
入
費
用
の
３
分
の
２（
上
限
20
万

円
。
予
算
の
都
合
に
よ
り
補
助
採

択
で
き
な
い
場
合
あ
り
）

【
事
前
に
連
絡
を
】狩
猟
免
許
取
得

補
助
は
各
種
費
用
の
支
払
い
前
に
、

猟
銃
取
得
補
助
は
10
月
ま
で
に
必

ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

▼
詳
し
く
は
、農
林
課（
☎
66
・
１

０
３
０
）へ
。

　
道
路
交
通
法
改
正
で
自
転
車
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、市
民
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
推
進
す
る
た
め
、

そ
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
対
象
】市
内
在
住
の
人

【
事
業
内
容
】６
月
１
日
㈯

以
降
に
、市
内
の
販
売
登
録
店
で
安
全

性
認
証
を
受
け
た
新
品
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
購
入
す
る
際
、最
大
２
，０
０
０

円
減
額
さ
れ
た
額
で
購
入
で
き
ま
す

【
そ
の
他
】４
月
１
日
～
５
月
31
日

に
購
入
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、市

交
通
対
策
協
議
会（
市
民
協
働
推

進
課
内
）の
窓
口
で
補
助
金
申
請

を
受
け
付
け

▼
詳
し
く
は
、
市
交
通
対
策
協
議

会（
☎
66
・
１
０
７
３
）へ
。

　
定
員
に
空
き
が
あ
る
地
域
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
や
、夏
休
み
に
臨
時

開
設
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
対
象
】保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
昼

間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生（
申
し

込
み
が
多
数
の
場
合
は
、放
課
後

自
宅
に
誰
も
い
な
い
児
童
や
低
学

年
の
児
童
を
優
先
）

【
申
し
込
み
方
法
】６
月
14
日
㈮
ま

で
に
就
労
証
明
書
な
ど
必
要
な
書

類
を
添
え
て
子
育
て
応
援
課（
☎

66
・
１
０
０
８
）へ
。

　
出
水
期
の
大
雨
に
よ
る
家
屋
な

ど
へ
の
浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
、市

民
の
皆
さ
ん
に
災
害
用
土
の
う
を

提
供
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
開
設
期
間
】11
月
30
日
㈯
ま
で（
加

佐
公
民
館
は
11
月
8
日
㈮
ま
で
）

【
設
置
場
所
】❖
大
浦
地
区
…
平
ち

び
っ
こ
広
場（
旧
平
小
学
校
跡
地
）

❖
東
・
中
地
区
…
土
木
管
理
セ
ン

タ
ー（
市
場
地
内
）❖
西
地
区
…
西

舞
鶴
駅
東
口
駐
車
場
❖
加
佐
地
区

…
加
佐
公
民
館

【
対
象
】市
内
在
住
の
人（
事
業
所

は
除
く
）

【
提
供
物
】土
の
う（
1
袋
約
10
㌔
）

【
提
供
方
法
】設
置
場
所
か
ら
、必

要
数
を
持
ち
帰
る
。
不
足
し
て
い

る
場
合
は
、各
自
で
備
え
付
け
の

土
の
う
袋
、ス
コ
ッ
プ
で
土
の
う

を
作
り
持
ち
帰
る

▼
詳
し
く
は
、土
木
課（
☎
66
・
1

0
4
9
）へ
。

　
国
か
ら「
Ｊジ

ェ
イ
‐
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）」を
通
じ

て
送
ら
れ
て
く
る
地
震
速
報
を
お

知
ら
せ
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

今
い
る
場
所
で
、自
身
の
身
を
守
る

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
屋
内
に
い
る
場
合
は
、机
の
下

に
も
ぐ
る
、屋
外
に
い
る
場
合
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
倒
壊
・
転
倒
し

そ
う
な
も
の
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、火
元
や
避
難
経
路
な
ど
、揺

れ
が
収
ま
っ
た
後
の
行
動
を
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
】６
月
20
日
㈭
10
時
頃

【
訓
練
方
法
】防
災
行
政
無
線
に
よ

る
放
送
や
防
災
ア
プ
リ
、ま
い
づ

る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、市
公

式
ラ
イ
ン
な
ど
に
よ
る
配
信

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・
防
災

課（
☎
66
・
１
０
８
９
）へ
。

　
食
中
毒
は
１
年
を
通
し
て
発
生
し

ま
す
が
、特
に
高
温
・
多
湿
時
に
急

増
し
や
す
い
た
め
、注
意
が
必
要
で

す
。
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
は「
つ

け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け

る
」。
手
洗
い
な
ど
で
清
潔
に
保
つ

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、食
材
は
中
ま
で

し
っ
か
り
加
熱
す
る
、食
べ
物
を
室

温
に
放
置
し
な
い
、冷
蔵
庫
を
過
信

し
な
い
な
ど
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、７
～
９
月
に
気
温
な
ど
が
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
際
に
は
、京

土
の
う
ス
テ
ー
ション
を
開
設

都
府
が「
食
中
毒
注
意
報
」
を
発
令

し
、食
中
毒
の
効
果
的
な
予
防
に
努

め
て
い
ま
す
。　
　《
健
康
づ
く
り
課
》

▪
瑞
宝
双
光
章

　
荻
野
隆
三 

（
京
月
東
町
）教
育

功
労（
元
公
立
小
学
校
長
）

▪
瑞
宝
単
光
章

❖
道
越
孝
子（
丸
山
中
町
）統
計
調

査
功
労（
元
各
種
統
計
調
査
員
）

❖
山
本
妃
登
美（
行
永
）海
上
保
安

功
労（
元
国
土
交
通
技
官
）

　
　
　
　
　
　（
以
上
、敬
称
略
）

　
市
制
記
念
日（
５
月
27
日
）に
あ
た

り
、市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
人
を

市
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

❖
藤
原
正
治（
天
台
）選
挙
管
理
委
員

会
委
員
12
年
以
上

❖
福
本
知
子（
余
部
上
）選
挙
管
理
委

員
会
委
員
12
年
以
上

❖
　
田
壽
孝（
西
方
寺
）農
業
委
員
会

委
員
12
年
以
上

❖
池
田
三
郎（
大
丹
生
）農
業
委
員
会

委
員
12
年
以
上

❖
植
和
田
英
子（
八
田
）農
業
委
員

会
委
員
12
年
以
上

　
　
　
　
　
　（
以
上
、敬
称
略
）

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
に
補
助

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
夏
休

み
児
童
ク
ラ
ブ 
利
用
者
募
集

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
実
施

今テ 春
の
叙
勲

市
功
労
者
表
彰

　メジャーリーガー大谷翔平選手
からの寄贈グローブを使用した野
球体験会を開催しました。市内在住
の小学生約 80 人が参加し、キャッ
チボールやバッティングなどを体
験。子ども達に野球の楽しさを伝え
ようと少年野球の監督、コーチが楽
しく教えてくれました。また、本
市出身のプロ野球選手である田村
俊介選手 ( 広島東洋カープ所属 ) か
らのメッセージ動画の上映や同じ
く本市出身の長水啓眞選手 ( 福岡ソ

フトバンクホークス所属 ) からの
サインボールのプレゼントもあり、
会場は子ども達の笑顔であふれま
した。

進む！まいづる！
市政の話題などを紹介

まいづるEnjoyベースボール2024

【市長から】
　今年も市民有志による野外音楽フェスが、市内外か

ら多くの観客を集めました。市民の皆さんの熱い思い

が市の活性化やまちの魅力向上につながっていると実

感しています。

TTO

POP
IICS 01CS 01

5 月 5 日 野球しようぜ！！

　今年で 2 年目を迎える「MAIZURU PLAY
BACK FES.2024」が、京都舞鶴港第３ふ頭
で開催され、会場は約25,000人の音楽ファン
で盛り上がりました ( 関連 10・11㌻ )。
　他にも飲食店、ショップなどの新規出店
が市内で予定されるなど、新たなにぎわい
や活気が生まれています。これからも市民
と行政との協働で舞鶴を盛り上げましょう。

　舞鶴市の特産である「舞
鶴茶」の初摘みが由良川
沿いに広がる茶園で行わ
れました。舞鶴茶は品質
に定評があり、昨年度実
施された全国茶品評会の
かぶせ茶の部で、日本一
となりました。
　今年度は摘み子として、
地域の未来を担う加佐中学校生徒も加わり、手作業で茶葉の
新芽を一つ一つ丁寧に摘み取りました。摘み取られた茶葉は今
後、全国茶品評会へ出品され、今年度も日本一を目指します。

TTO

POP
IICS 02CS 02

5 月 3・4 日 今年も日本一を目指して

舞鶴茶の初摘み

TTO

POP
IICS 03CS 03

まちのにぎわいが増えています

大型音楽イベントの実施・新規
店舗の出店

TTO

POP
IICS 04CS 04

5 月 5 日 開館 36 年目でついに・・・

舞鶴引揚記念館　入館者450万人達成！
　昭和 63 年の開館から 36 年目を迎えた 5 月 5 日、大阪府吹
田市から３世代でお越しのご家族が 450 万人目の入館者とな
りました。当日はこどもの日イベントの開催に加え、学生語り
部がイベントスタッフとして館内を案内したり、紙芝居を上演
したりしました。
　来年は所蔵する引き揚げ関連資料がユネスコ世界記憶遺産
に登録されてから 10 周年を迎えます。将来にわたり引き揚げ
とシベリア抑留などの史実を後世に継承し、恒久平和へのメッ
セージをさらに世界へ発信していきます。皆さんも引揚記念館
へ足を運んでみませんか。
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